
働き方改革について
ーその道のりー

日本医師会常任理事

神村裕子

１



研修医過労死事件 1998年

• 1998年、関西地方某医大の1年目研修医（当時26歳）が、長
時間の研修（15時間以上連続）や38時間に及ぶ連続勤務を繰り
返し、8月に自宅で死亡した。1か月前から周囲に胸痛を訴えて
おり、死因は心臓関連とされた。

•同医大の同期研修医の時間外労働は月平均81時間であった。

• 大学側は、研修医とは労働契約ではない、健康保持は自己責
任と主張したが、2005年「研修医は労働者」との最高裁判決が
確定した。一連の裁判は以後の研修医の労働環境改善のきっか
けとなり、新臨床研修制度の成立につながった。
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小児科医過労自死事件 1999年

1999年、東京都の総合病院（３００床以上、二次救急指定）
に勤務する小児科医（当時44歳）が時間外労働80時間以上、当
直月8回に及ぶ過重労働の末に自死。遺族は病院の安全注意義務
違反を訴え提訴した。

2010年、最高裁は「医師不足や医師の過重負担を生じさせな
いことが国民の健康を守るために不可欠である」として和解勧告
し、成立した。
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勤務医の過酷な労働時間

大阪府医師会勤務医部会アンケート調査

有効回答数 ３６９（49歳以下）

男性 ６６．７時間／週 （２６４）

女性 ５７．３時間／週 （１０５）

過労死認定基準は、労働時間では 約６０時間／週

時間外労働時間では 約８０時間／月

労働時間なのか、時間外労働時間なのか要確認 4



2014年

日本再興戦略改訂２０１４

•働きすぎ防止のための取り組
み強化

•時間ではなく成果で評価される
制度への改革

•多様な正社員の普及拡大

•予見可能性の高い紛争解決シ
ステムの構築

（閣議決定）

過労死等防止対策推進法

（議員立法）
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時間外労働と脳・心臓疾患の関係

１．脳・心臓疾患の危険性

睡眠時間が5時間以下となると

→ 脳・心臓疾患の発症の危険性 1.8～3.2倍

月約60時間以上の時間外労働

→ 心筋梗塞の発症の危険性 2.4倍

２．労働者の生活時間における時間外の労働時間と睡眠時間

14時間 5時間 5時間

1日の時間外労働時間を5時間とすると×20日（1月の労働日数）＝100時間

睡眠時間が5時間しか取れなくなる

生活時間配分と健康障害

人間として必要な

労働以外の生活時間

6時間

基本労働時間

8時間

時間外の労働時間

睡眠時間
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過労死等とは（定義）

⚫業務における過重な負荷による脳血管疾患・心臓疾患
を原因とする死亡

脳内出血・クモ膜下出血・脳梗塞，心筋梗塞・狭心症など

⚫業務における強い心理的負荷による精神障害を原因と
する自殺による死亡

うつ病などによる自死

⚫死亡には至らないが，これらの脳血管疾患・心臓疾患，
精神障害
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過重な長時間労働が奪うのは「大切な時間」

睡眠時間 血圧上昇，ホルモンバランスの乱れ，

肥満から始まる生活習慣病の悪化等

余暇時間 家族との時間減，生活の充実感低下

社会活動時間 友人・地域等との交流が減る
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最近の状況 ー令和4年版過労死等防止対策白書より

国内の年間総実
労働時間は緩や
かな減少傾向に
ある
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北海道・東北地方における事業所のメンタルヘルス」産業保健推進センター調査研究H23より

ワークライフバランスが悪いと
うつ病スコアは大きく上昇

労働時間が増えても，うつ
病スコアの上昇は軽度
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勤務医の時間外上限は年960時間
それを超える医療機関は
医師労働時間短縮計画を作成

一般の時間外労働規制



講義を振り返って

•過労死等の事案を知ることで、過重労働が心身に与え
る影響を理解してもらう

•研修医・医師も労働者として労働法に守られ、また法
律を遵守すべき立場

•医師は医療関係の職場内では他の職種に指導する立場
となることが多いので、労働法を理解し他の職種の労
働上の権利を尊重すべきである

•医師にはマネジメント力を持つことが期待されている
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